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茨城県議会 検 索

茨
城
県
議
会
副
議
長　

細

谷

典

幸

茨
城
県
議
会
議
長　

磯
崎　

久
喜
雄

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
日
頃
か
ら
茨
城
県
議
会
に
対
す
る
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
二
十
日
の
第
四
回
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
、
第
百
三
代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
震

災
か
ら
の
復
興
途
上
の
こ
の
時
期
に
、
そ
の
職
責
の

重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

我
が
国
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
経
済
低
迷
に
よ
り
、

社
会
の
構
造
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

昨
年
三
月
の
震
災
と
原
発
事
故
、
欧
州
経
済
危
機
や

円
高
な
ど
の
影
響
が
本
県
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
、
安
全
・
安
心
な
県
民

生
活
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
震
災
と
原
発
事

故
か
ら
の
復
旧
・
復
興
対
策
と
と
も
に
、
本
県
が
直

面
す
る
行
政
課
題
や
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
す

る
た
め
、
行
財
政
改
革
に
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
県
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
発

展
基
盤
を
各
地
域
の
発
展
に
つ
な
げ
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
私
ど
も
県
議
会
は
、「
改
革
を
進
め

発
展
を
支
え
る
県
議
会
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
県

民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

清
々
し
い
平
成
二
十
四
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
皆

様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
の
第
四
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
百
五
代

副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
県
勢
発
展
の
た

め
、
磯
崎
議
長
を
補
佐
し
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
最

善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に

よ
り
、
年
金
や
福
祉
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お

り
ま
す
。

　

一
方
で
、
我
が
国
の
産
業
は
、
厳
し
い
経
済
状
況

下
に
お
い
て
、
海
外
需
要
を
取
り
込
み
、
国
内
拠
点

の
競
争
力
強
化
を
図
る
な
ど
積
極
的
な
取
り
組
み
も

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
震
災
や
原
発
事
故
に
よ
る
影

響
は
今
な
お
大
き
く
、
今
後
は
一
刻
も
早
く
県
民
に

と
っ
て
安
心
な
暮
ら
し
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
経
営
環
境
を
乗
り
越
え
、
持
続
的

な
回
復
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
は
、
雇
用
対
策
を
含

め
た
中
小
企
業
等
の
支
援
強
化
や
農
林
水
産
基
盤
の

早
期
復
旧
な
ど
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
震
災
か
ら
の
復
興
を
成
し
遂
げ
、
安

全
・
安
心
で
住
み
や
す
い
い
ば
ら
き
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
、
ご
活
躍
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
第
四
回
定
例
会
は
、
十
二
月

二
日
か
ら
十
二
月
二
十
日
ま
で
十
九
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
議
員
か
ら
茨
城
県
議
会
委
員
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
、
知
事
か
ら

平
成
二
十
三
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
鹿
行
大
橋
の
早
期
完
成
、
茨

城
空
港
の
利
用
促
進
、
日
野
自
動
車
を
核
と
し

た
県
西
地
域
の
振
興
、
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
の
現
状
と
今

後
の
展
開
、
医
師
確
保
対
策
、
国
家
戦
略
と
し

て
の
つ
く
ば
の
活
用
、
健
康
調
査
の
実
施
、
港

湾
背
後
地
を
守
る
対
策
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

（
二
・
三
面
）

　

各
常
任
委
員
会
は
、
議
案
の
審
議
と
そ
の
他

所
管
事
務
に
関
す
る
質
疑
を
行
い
、
復
興
基
金

に
よ
る
市
町
村
交
付
金
の
配
分
、
冬
の
節
電
対

策
、
県
立
中
央
病
院
の
産
科
再
開
、
農
林
水
産

物
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
災
害
復
旧
の
執
行
見

通
し
、
自
転
車
の
歩
道
走
行
規
制
へ
の
対
応
な

ど
を
議
論
し
ま
し
た
。（
四
面
）

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
茨
城
経
済
の
復
興
、

住
宅
被
災
者
に
対
す
る
支
援
、
耕
作
放
棄
地
対

策
、
県
立
中
央
看
護
専
門
学
校
の
施
設
整
備
方

針
、
大
規
模
災
害
に
備
え
る
倉
庫
な
ど
の
敷
地

確
保
、
建
設
業
者
へ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
導
入
支
援
、
東

海
第
二
原
発
の
再
稼
働
中
止
と
廃
炉
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
時
間
延
長
、
水
田
農
業
に

お
け
る
担
い
手
や
集
落
営
農
の
育
成
な
ど
の
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。（
五
面
）

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
平
成
二
十
二
年
度
茨
城

県
一
般
会
計
及
び
同
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な

ど
の
認
定
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。（
七
面
）

　

東
日
本
大
震
災
復
興
・
元
気
な
い
ば
ら
き
づ

く
り
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
施
策
の
基
本
方
向
に
つ
い
て
、
中
間
報

告
を
行
い
ま
し
た
。（
七
面
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
条
例
、
人
事
、
意
見
書
、

請
願
な
ど
四
十
二
件
の
議
案
な
ど
が
可
決
、
同

意
、
認
定
、
承
認
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

復興が進む茨城港常陸那珂港区の日の出（沖合の東防波堤により津波被害が軽減されました）消防出初式のはしご乗り ( 龍ケ崎市 )

今
定
例
会
の
概
要

雇
用
対
策
な
ど
に
よ
る

　
　

震
災
か
ら
の
復
興
を

改
革
を
進
め

　

発
展
を
支
え
る
県
議
会


